
東浪見海岸の地曳網の様子を描いた版画（江戸時代）

地曳網漁の様子（昭和時代）

一宮には多くの古い建物、歴史的建造物があります。玉前神社の門前町
の町並み、海岸の避暑地、農家、漁家など、様々な文化圏が混ざりあい、
多種多様な建造物が建ち並んでいます。それらは古くより一宮で人々が暮
らしてきた証拠であり、彼らが築いてきた文化です。私たちはこれらを守
り、後世へ受け継いでいかなくてはなりません。

玉前神社本殿【県指定有形文化財】  貞享 4 年（1687）の建築。

今も息づく、古
いにしえ

の風景

高原家住宅店蔵
【国登録有形文化財】  明治後期の建築。現在は店舗として営業中。

旧秋場家住宅主屋
【国登録有形文化財】  明治 33 年（1900）の建築。

観明寺四脚門
【町指定有形文化財】  町内最古の建物と言われ、江戸時代の 17 世紀末頃の建築と見られています。

旧斎藤家住宅店蔵
【国登録有形文化財】  明治中期の建築。現在は店舗として営業中。

芥川荘
【国登録有形文化財】  明治 30 年（1897）代の建築。

東浪見寺本堂
【町指定有形文化財】  享保 8 年（1723）頃の建築。
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録
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た
こ
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ま
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。
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